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論文内容の要旨
本論文は石油化学工業製品であるエタノールの微生物による利用を目的とした基礎研究である。そ
の内容は、まず酵母を用いてエタノールから多量の菌体を生産させることに成功し、ついでその機構
を明かにするため、エタノールの酵母による利用と代謝について研究し、酵母のエタノール代謝は α
ーケト酸脱水素酵素群と密接な関係にあることを明かにしたO 以上を 2 編、 8 章にまとめたものであ
る。
第 1 編は、エタノールを唯一の炭素源として多量に菌体を生産する酵母を発見し、この酵母がエタ
ノールの高濃度下では、 5- ヒドロキシ -4-ケトヘキサン酸、および 5-アセトキシ -4 ーケトヘ
キサン酸を生成することを明かにした。
第 1 章では、エタノールを唯一の炭素源としてよく生育しうる酵母を保存菌株中より選び、エタノ
ールからの菌体の生産量をみた。 Hansenula miso IFO 0146株は、エタノール 6 m.eから培地 100m.eあ
たり乾燥菌体3.4 9 を生成することを見出した。また、この菌株は種々のグリコール類を唯一の炭素
源としては生育できないが、エタノールと共に添加すると酸化反応ががこり、それぞれのグリコール
類に相当する有機酸類を生成した。
第 2 章では、この菌株を高濃度エタノール下で生育させた時に生成する未知ケト酸を分離精製し、
5- ヒドロキシン -4-ケトヘキサン酸と同定した。
第 3 章では、高濃度エタノール下で生育させた時、 5 ーヒドロキシ-4-ケトヘキサン酸とともに
生成する微量の未知ケト酸を分離精製し、 5- アセトキシ-4-ケトヘキサン酸と同定した。
第 4 章では、 Han. miso の無細胞抽出液を用いて、 5- ヒドロキシ-4-ケトヘキサン酸は α ーケ
トグルタール酸とアセトアルデヒドとからアシロイン縮合をして生成することを明かにした。
第 2 編では、酵母の 5- ヒドロキシ -4-ケトヘキサン酸生成反応と αーケト酸脱水酵素群、さら
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にエタノール代謝との関連について論じた。
第 1 章では、炭素源の資化性の異なる Saccharomyces oviformis WH 92株の種々の変異株を用い
て、炭素源の資化性と種々の酵素活性との関連をしらベ、エタノールを資化できない変異株は α ーケ
トグルタール酸脱水素酵素群が消失していることを明かにした。
第 2 章では、第 l 章での結果をより明かにするため、パン酵母より α ケトグルタール酸脱水素酵
素群の精製を行ない、その種々な性質をしらベた口
第 3 章では、 α ーケトグルタール酸と Carboligase の作用との関連を明かにして、 5- ヒドロキシ
-4-ケトヘキサン酸の生成機構を解明したO
第 4 章では、 Han ， miso がピルビン酸脱水素酵素活性が強いことを利用して、この菌株からピルビ
ン酸脱水酵素群を精製し、その性質をしらベた。
論文の審査結果の要旨
本論文はまず、Hansenula などの酵母がエタノールから菌体を多量に生産することを見出し、石油化
学工業製品から微生物による蛋白質生産の端緒を与えた。
ついでそれらの酵母が 5 ーヒドロキシ -4 ーケトヘキサン酸や新物質である 5-アセトキシ -4-
ケトヘキサン酸を生成することを見出し、その生成機構を明かにすると共に、微生物によるエタノー
ルの利用に関して新しい方向を与えた。
さらにエネルギ一代謝の基本的な酵素である αーケトグルタール酸脱水素酵素群およびピルビン酸
脱水素酵素群を純化することに成功し、酵母におけるエネルギー供給反応に関する基礎的な知見を与
え、これによって酵母のエタノール代謝と α-ケト酸脱水素酵素群との関連を明かにした。
以上の如く本論文はエタノールの微生物による工業的な利用に大きな貢献をなすと共に酵母の生化
学の基礎的な研究に新しい面を開拓することができた。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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